
くらしのくらしのくらしのくらしの向上向上向上向上 [[[[健康長寿健康長寿健康長寿健康長寿のののの奈良県奈良県奈良県奈良県づくりづくりづくりづくり ①①①①健康健康健康健康づくりづくりづくりづくり]]]]

施策の方向性

施策ニーズ（課題）の認識

１．楽しみながら取り組める健康づくりの推進

県民が楽しみながら運動や食生活の改善などによ

る健康づくりに取り組めるよう、ライフステージに

応じた健康情報の提供や地域での環境整備等に取り

組みます。

２．健康診査受診・禁煙対策の推進

がん検診をはじめとした各種健康診査の受診促進を図るとともに、禁煙

対策を進めます。

３．心の健康づくり・自殺対策の強化

医師、弁護士、いのちの電話、関係行政機関等による「奈良県自殺対策

連絡協議会」を運営し連携を図るとともに、自殺予防啓発や対策に関わる

人材の養成など、総合的な対策に取り組みます。

野菜摂取量の平均値（全体）251.3 305.5 290.1248.5 265.7 334.1301.9 299.7371.3307.6276.7258.1274.9 306.4
0.050.0100.0150.0200.0250.0300.0350.0400.0

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 総数
全国 奈良県ｇ奈良県の運動習慣のある人の割合33.1 22.7 23.5 28.6 47.2 42.321.425.7 10.3 11.3 19.6 30.7 35.8 36.0

01020
304050

総数 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上
男 女[％]

※運動習慣のある人：1回30分以上の運動を週2日以上実施し、1年以上継続している人
女性では20歳代が最も低い 男性では30歳代が最も低い

メタボ予防体操



施策の内容

目標に向けた状況

１．楽しみながら取り組める健康づくりの推進

２．健康診査受診・禁煙対策の推進

「奈良県がんと向き合う日」キャンペーンによるがん予防等の啓発[2]

集客施設や各種イベント会場での啓発等によるがん検診受診の促進[2]

受動喫煙防止や妊婦等の喫煙防止対策の推進[1]

健康長寿基礎調査の実施、アドバイザリースタッフの設置、健康情報の発信、保険

者等による健康づくりプログラムの展開などによる健康長寿県づくりの推進[21]

健康医療情報ポータルサイトにより信頼性のある最新情報をわかりやすく提供[35]

地域スポーツクラブの設立育成をサポートするスポーツ支援センターの設置[4]

橿原公苑において気軽に楽しめるスポーツ設備等を整備[109]

地域住民が気軽に体を動かせるように公園や広場に健康遊具等を設置[13]

ＰＦＩ手法による新県営プール整備運営方策の検討[債務負担行為35]

広域的自転車ネットワークの構築と大規模自転車道の走行環境の改善[250]

健康ウォ－キングの奨励、メタボリック体操の普及促進[5]

県内大学生との連携による若年世代の食生活改善[1]

「福祉部」を「健康福祉部」に改称し、「健康づくり推進課」

を設置[県庁力]

３．心の健康づくり・自殺対策の強化

相談機能の充実や人材養成等による自殺対策の緊急強化[70]

（百万円）

運動習慣のある県民の割合29.1 40
01020

304050
Ｈ19 Ｈ25

％

メタボチェック
７５歳以上の要介護認定者割合 31.330.229.029.530.030.531.031.532.0

Ｈ２０ Ｈ２６
（％）

３０．０
H２６推計

３０％に低下させる



くらしのくらしのくらしのくらしの向上向上向上向上 [[[[健康長寿健康長寿健康長寿健康長寿のののの奈良県奈良県奈良県奈良県づくりづくりづくりづくり ②②②②医療医療医療医療のののの充実充実充実充実]]]]

施策の方向性

施策ニーズ（課題）の認識

地域医療再生に向けた取組の推進

・北和地域及び中南和地域において、高度医療拠点

病院の設置に向けた取組を進めます。

・高度医療拠点病院と地域の医療機関との適切な役割分担や救急搬送基準の

見直し等による救急医療体制の充実、産科医の確保や総合周産期母子医療

センター運営等による安心できる周産期医療体制の確保に努めます。

・病病連携や病診連携など、地域の医療資源の効果的活用を図り、重要疾患

の診療連携・ネットワーク化を推進します。

・がん診療連携拠点病院での質の高い医療の提供をはじめとして、県内の

がん患者の実態を踏まえた総合的ながん対策を推進します。

・安心できるへき地医療の確保のため、総合的な診療ができる「総合医」の

育成や医師確保に取り組みます。

・県立医科大学との協定により地域に必要な医師を派

遣するとともに、臨床研修医の確保や奨学金制度等

による医師確保対策を進めます。また、働きやすい

病院づくり等の取組により看護師確保に努めます。

・安心できる地域医療を確保するため、県立病院や県立医科大学の拠点医療

機能の確保・充実を図ります。

45.243.939.8 32.1 43.9 56.546.448.750人口当たり医師数27位 人口当たり一般病院病床数29位病床当たり一般病院医師数10位人口当たり小児科医数 35位人口当たり産婦人科医数 47位人口当たり看護師等数 40位隊員救急救命士比率 37位覚知・病院搬送時間38位 救命救急センター救急患者受入状況(平成20年)
93.0 96.095.190.985.679.3

99.960 65 70 75 80 85 90 95 100全国滋賀県京都府和歌山県兵庫県大阪府奈良県 受入率％



施策の内容

目標に向けた状況

地域医療再生に向けた取組の推進

○高度医療拠点の整備

高度医療拠点病院(マグネットホスピタル)整備に向けた計画策定等[115]

県立医科大学附属病院(仮称)中央手術棟の建設[567]

○救急医療・周産期医療体制の充実

・救急相談窓口「奈良県救急安心センター(＃7119)」の運営[96]

救急搬送及び医療機関の受入実施基準の策定[10]

救急医療体制の充実(受入困難患者用空床確保、医師処遇改善)[91] 

二次救急医療の充実を図るため宇陀市立病院の医療機器導入を支援[30]

一次救急医療体制の充実[1]、新生児搬送体制の充実[6]

産科医療体制の充実(ＮＩＣＵ新生児科医の処遇改善、分娩手当の支給等)[26]

○医療連携体制の構築

救急医療連携体制の構築(公立病院連携、疾患別連携、アドバイザー設置)[9]

救急重要５疾患に関する県立病院及び医大附属病院の医療機能情報の分析公表[47]

専門医と非専門医の診療連携や人的ネットワークの構築による糖尿病医療の充実[28]

○がん対策の推進

県内のがん医療提供体制の実態把握等[21]、がん診療連携拠点病院等への支援[81] 

がん患者の実態把握のための地域がん登録の推進[9]

○へき地医療体制の充実(取組内容は、「中南和東部地域の振興」に記載)

○医師・看護師の確保

県立医科大学との連携による医師派遣システムの運営[80]

医師確保対策の推進(臨床研修医確保、女性医師の復職支援、医療ｸﾗｰｸ設置促進等)[52]

特定診療科等の医師やへき地勤務医の確保に向けた奨学金の貸付[109]

看護師確保対策の推進(新人看護職員卒後研修の実施、看護職員メンタル相談窓口の

設置、短時間正規雇用など多様な働き方の実現支援等)[42]

○拠点医療機能の確保・充実

県立病院の運営[3,287]

県立医科大学の運営支援等[5,343](既発行県債の償還を含む)

（百万円）

医大附属病院ＮＩＣＵ

奈良県立医科大学附属病院救急収容時間救急収容時間救急収容時間救急収容時間
2426283032
3436

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 ・・・ H25奈良県全国平均
[分] 25分以下へ 県内病院臨床研修医受県内病院臨床研修医受県内病院臨床研修医受県内病院臨床研修医受けけけけ入入入入れれれれ数数数数((((人人人人）））） 908093 83 66 80 77 72050

100
H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 ・・・ H25



くらしのくらしのくらしのくらしの向上向上向上向上 [[[[健康長寿健康長寿健康長寿健康長寿のののの奈良県奈良県奈良県奈良県づくりづくりづくりづくり ③③③③福祉福祉福祉福祉のののの充実充実充実充実]]]]

施策の方向性

施策ニーズ（課題）の認識

１．施設・在宅両面からの福祉サービスの充実

・障害者や高齢者などが住み慣れた地域で安心して暮ら

せるように、日常生活のサポートや相談支援体制の充

実を図ります。

・福祉サービスを安定的に提供するため、サービス基盤

の整備や人材の確保に努めます。

２．障害者や高齢者の就労支援・社会参加の促進

雇用創出や工賃の改善等により、障害者や高齢者が安心して働ける環境

の整備に努めるとともに、地域での社会参加を支援します。

３．子育て支援の充実

保育サービスの充実や子育ての悩み解消など、子育て

しやすい地域づくりを進めます。

４．児童虐待の防止強化

育児の不安や負担感の解消による児童虐待の未然防止に努めるととも

に、早期発見・早期対応に向けた見守り体制の強化や発生後対策の充実

に取り組みます。

49.9 30.434.954.855.938.8 53.2 52.1
501人当たり医療費 合計特殊出生率核家族世帯率保育所待機児童率放課後児童クラブ通所率障害者グループホーム等定員（人口当たり）介護老人福祉施設定員（65歳以上人口当たり）要介護(要支援)認定者数の割合(対象人口当たり) 16位

21位 22位
13位

45位 28位47位44位 平成21年度　県民アンケート
高齢者・障害者が安心してまちに出かけられる障害者福祉 高齢者福祉子どもを生み育てる環境

2.5
2.9

3.9 4.1 4.3 4.5重 要 度
満足度 平均平均

奈良県児童虐待相談件数の推移（児童相談所受付分）
307 324 394 531 570 60568226569 4063937323344723340823738 42662

01002003004005006007008009001,000
14 15 16 17 18 19 20 年度

（県）件
0500010000150002000025000300003500040000（全国）件全国相談件数(右目盛り)最期を迎えたい場所（高齢者の生活・介護等に関する実態調査（平成21年度））

自宅, 56.2%病院, 15.0%介護施設, 2.9%その他, 0.6%わからない,17.4% 無回答, 7.9%



施策の内容

目標に向けた状況

１．施設・在宅両面からの福祉サービスの充実

２．障害者や高齢者の就労支援・社会参加の促進

３．子育て支援の充実

４．児童虐待の防止強化

待機児童の解消に向けた保育所の新・増改築[1,231]、放課後児童クラブ運営支援等[427]

戸別訪問や就職活動支度費の支給等によるひとり親家庭等への支援[7]

・子ども手当の創設(13,000円／月・人)[2,509]

授産施設等の工賃向上を図り障害者の働きがいを支援[24]

障害者自立支援法に基づくサービスへの移行に向けた特別対策の推進[1,115]

・地域の社会的課題に対応する高齢者や障害者等が中心となった企業の創設を支援[9]

県・市町村・関係機関による「みんなで見守る」児童虐待防止・支援体制の確立[5]

・中央こども家庭相談センターの機能充実に向けた検討[2]

○日常生活のサポートや相談機能の充実

・ライフステージに応じた障害者トータルサポート体制の構築[2]

・重症心身障害児(者)ケアの充実に向けた医療ネットワークの構築及び看護師確保コー

ディネーターの設置等[20]

・医療・福祉等の関係団体との連携による地域包括支援センターの機能強化[1] 

・高齢者の地域生活を支援する保健・医療・介護・福祉サービス連携システムの構築[1]

・ＮＰＯ団体や民間企業等と協力して高齢者の在宅生活を支えるネットワークを構築[1]

相談機能の充実(障害の種別を問わない総合相談拠点の設置[13]、専門性の高い相談等

に対応するための圏域マネージャー配置[24]、高齢者総合相談センターの運営[13])

・光明皇后大遠忌1250年記念地域福祉シンポジウムの開催[3]

○サービス基盤の充実

・障害者グループホームの整備[28]、・障害者の住まいのあり方の検討[1]、小規模介護

施設の新・増設支援[886]、特別養護老人ホームの整備[354(債務負担行為395)]

○福祉人材の確保

・魅力ある福祉・介護の職場づくりを支援[2]

福祉に関心のある求職者への雇用の創出、潜在的有資格者への

再就職支援等[594]、介護職員の処遇改善[1,838]

（百万円）

要保護児童対策地域要保護児童対策地域要保護児童対策地域要保護児童対策地域協議会設置率協議会設置率協議会設置率協議会設置率77%77%67% 100%
0%20%40%60%80%100%

H23・・・H20H19H18
(％)障害者障害者障害者障害者ののののグループホームグループホームグループホームグループホーム・・・・ケアホームケアホームケアホームケアホームののののサービスサービスサービスサービス量量量量295267 6412180100200300400500600700

H23・・・H20H19H18
(人分) 居宅居宅居宅居宅でででで介護介護介護介護サービスサービスサービスサービスをををを受受受受けるけるけるける高齢者高齢者高齢者高齢者のののの割合割合割合割合78% 78% 80%50%60%70%80%90%100%

H18 H19 ・・・ H26
子育子育子育子育てにてにてにてに悩悩悩悩んだときにんだときにんだときにんだときに気軽気軽気軽気軽にににに相談相談相談相談できるできるできるできる環境環境環境環境がががが整整整整ってってってっていることのいることのいることのいることの県民満足度県民満足度県民満足度県民満足度2.71 3.00012345 H26・・・H20

(ポイント)※県民満足度アンケート調査　（５段階評価）より



くらしのくらしのくらしのくらしの向上向上向上向上 [[[[教育教育教育教育のののの充実充実充実充実]]]]

施策の方向性

施策ニーズ（課題）の認識

１．家庭・学校・地域の連携による教育の充実

子どもを自立した社会人に育てていくため、家庭に

おける子どもの生活習慣づくりや、学校における学習

意欲、体力、規範意識等の向上、暴力行為の減少に向

けた取組を推進します。

また、学校での取組を支える教育環境の整備・充実を図るとともに、地域

の教育力の強化に取り組みます。

２．ライフステージに応じた学びの支援

誰もがライフステージに応じた学びを生涯にわたって

継続し、学んだ成果を生かせる地域づくりを進めます。

子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの社会性及社会性及社会性及社会性及びびびび規範意識規範意識規範意識規範意識 8192 93 96 95 959799708090100いじめはどんな理由でもいけない(小)４４位 いじめはどんな理由でもいけない(中)４５位学校のきまりを守る(小) ４６位学校の規則を守る(中) ４６位新聞やテレビのニュースなどに関心がある(小) ３６位新聞やテレビのニュースなどに関心がある(中) ４６位地域の行事に参加している(小)３８位地域の行事に参加している(中)４３位 ※全国平均１００

子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの体力体力体力体力、、、、生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣
758598 99 91 94909660708090100シャトルラン小学生男子(３４位) シャトルラン小学生女子(４２位)シャトルラン中学生男子(４１位)シャトルラン中学生女子(４３位)朝食摂取率(小)４２位朝食摂取率(中)４３位睡眠時間は７時間未満(小) １位睡眠時間は７時間未満(中) １位 ※全国平均１００子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの学力等学力等学力等学力等 102949396 100 104 1021018090100110小学生の学力（国語 １５位） 小学生の学力（算数 １２位）中学生の学力（国語 １７位）中学生の学力（数学 １０位）国語が好きな小学生（２１位）算数が好きな小学生（４１位）国語が好きな中学生（４１位）数学が好きな中学生（４３位） ※全国平均１００

暴力行為暴力行為暴力行為暴力行為のののの発生件数発生件数発生件数発生件数((((HHHH20202020 ))))
02468
1012

奈良県 全国件 (小中高生1000人あたり）



施策の内容

目標に向けた状況

１．家庭・学校・地域の連携による教育の充実

２．ライフステージに応じた学びの支援

○家庭における子どもの生活習慣づくり

幼児の運動能力生活習慣等調査の実施[2]、ノーテレビデーや規則正しい就寝

起床食事等を実践する家庭と学校の協働プロジェクトの推進[3]

○学校における学習意欲、体力、規範意識等の向上、暴力行為の減少

小学校での英語教育推進のための講師配置[12]、県立学校及び私立学校における

運動場芝生化の推進[77]、子どもの体力向上に熱心に取り組む小中学校を表彰[1]、

規範意識向上に向けた生徒指導指針の策定[1]、学校と警察が連携して少年の非行防

止や立ち直り支援等に取り組むスクールサポーターの配置[7]

弾力的学習指導を行う特別教室による不登校対策の推進[4]

○学校教育環境の充実

教職員の配置(小中学校7,653人、高校2,098人、特別支援学校1,020人)

県立学校施設の耐震化及び老朽化に伴う改修等の実施[719 (債務負担行為722)]

私立学校幼稚園の教育経常費を助成[6,335]

県立高校の授業料無償化[国庫支出金収入2,624]、私立高校等就学支援金[1,714]

県独自の私立高校等の授業料軽減[120]

○地域の教育力の充実

通学合宿のモデル実施、体験プログラムの推進等による「地域の教育力」の向上[6]

ニートひきこもり支援を葛城市と連携して実施[1]

学校支援地域本部による地域ぐるみの学校運営支援[135]

（百万円）

高校生を対象とした乳幼児とのふれあい体験の実施[3]

母親力父親力の向上支援(多世代交流子育てセミナー父親子育てセミナーの開催)[6]

情報誌「まなび奈良」による生涯学習情報の発信[1]、講座セミナー等の開催(県立大学

「やまとまほろば学」講義、図書情報館公開講座、橿考研附属博物館考古学講座等)

２０２０２０２０ｍｍｍｍシャトルランシャトルランシャトルランシャトルラン((((往復持久走往復持久走往復持久走往復持久走））））
2030405060
708090

小学生男子 小学生女子 中学生男子 中学生女子
[回] 奈良県H21全国平均奈良県H25
２０ｍ走行を電子音に合わせて繰り返し、その回数を記録とする。電子音の間隔は、１分ごとに短くなっていく。学習意欲学習意欲学習意欲学習意欲・・・・規範意識規範意識規範意識規範意識・・・・社会的関心社会的関心社会的関心社会的関心

40506070
8090100

勉強が好き きまりを守る 新聞等ニュースへの関心
[％] 奈良県H21全国平均奈良県H25 暴力行為発生件数暴力行為発生件数暴力行為発生件数暴力行為発生件数（（（（小中高生小中高生小中高生小中高生1000100010001000人人人人あたりあたりあたりあたり））））

02468
1012

暴力行為発生件数
[件] 奈良県H20全国平均奈良県H25

環境教育



くらしのくらしのくらしのくらしの向上向上向上向上 [[[[安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心のののの確保確保確保確保]]]]

施策の方向性

施策ニーズ（課題）の認識

１．防災・危機管理の強化

・自主防災組織の拡大やリーダー養成等による地域の防災

力の向上を図るとともに、ライフラインや建築物の耐震

化を進めます。

また、消防力の強化に向けた市町村消防広域化の取組を推進します。

・浸水被害の軽減や土砂災害防止等に取り組むとともに、新型インフルエン

ザの蔓延防止や食の安全の確保など、安心できる地域づくりを進めます。

２．犯罪及び交通事故抑止対策の推進

・初動警察体制の強化や地域の自主防犯活動の拡大などにより、犯罪抑止を

図ります。

・道路交通環境の整備や交通マナーの普及などにより、交通事故抑止を図り

ます。

年齢層別年齢層別年齢層別年齢層別にににに見見見見たたたた人口構成率人口構成率人口構成率人口構成率とととと交通事故死者構成率交通事故死者構成率交通事故死者構成率交通事故死者構成率のののの比較比較比較比較（（（（平成平成平成平成21年年年年））））
0102030
40(%)

人口構成率 14.3 9.6 5.5 13.6 12.7 13.4 7.9 17.1 5.9死者構成率 0 9.6 5.8 11.5 9.6 9.6 7.7 34.6 11.615歳以下 16～24歳 25～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～79歳 80歳以上公立学校及び県有建築物の耐震化率             　　　　　　　　　　　　　　　（平成21年４月１日現在）56.0% 51.9%82.4%62.5%74.4%44.1%52.9%69.7% 020406080100
小中学校（37位） 高校（42位）特別支援学校（26位）文化施設社会福祉施設等病院施設等事務庁舎警察施設 ※（　）内は全国順位

平成平成平成平成21212121年度年度年度年度　　　　県民県民県民県民アンケートアンケートアンケートアンケート
自主防災 治安の維持災害対策商品の安全性

2.02.53.03.5
4.00 4.50 5.00
平均 平均

重要度
満足度

高齢者が他の年齢層に比べて高い刑法犯認知件数等の推移（Ｓ40年～）
05,00010,00015,00020,00025,00030,00035,000（件）

020406080100（％）
S40 S42 S47 S52 S57 S62 H4 H9 H14 H21認知件数 35～40Ｐの開き35,00030,00025,00020,00015,00010,000 5,000

検挙率 検挙件数 約約約約２２２２倍倍倍倍H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21認知件数 32,017 28,018 23,942 21,365 18,895 18,299 18,835 15,478検挙件数 6,844 9,253 7,802 9,022 8,805 8,475 7,301 6,649検挙率 21.4 33.0 32.6 42.2 46.6 46.3 38.8 43.0

防災訓練



施策の内容

目標に向けた状況

１．防災・危機管理の強化

２．犯罪及び交通事故抑止対策の推進

○犯罪抑止対策

警察官の増員４名(警察官定数2,413人)

署活系無線システムの高度化等による初動警察体制の強化[10]

犯罪情報や不審者情報等を地域住民等に迅速に提供する地域安全総合サポートシス

テムの構築[5]

奈良警察署の移転整備に向けた設計[71]

交番駐在所の新設改築（奈良警察署(仮称)辰市交番の新設等）[146]

青色防犯パトロールや自主防犯組織の拡大等による安全安心のまちづくり推進[8]

○交通事故抑止対策

交通安全施設の整備(信号機の新設改良、灯火標識の整備等)[508]

○防災・危機管理力の強化

地震防災対策アクションプログラムの実効性向上に向けた中間見直しの実施等[2]

自主防災組織の組織化促進に向けて結成時の防災資機材等の購入を支援[10] 

地域住民企業への啓発やリーダー養成等を通じた地域防災力の向上[2]

防災総合訓練、図上訓練、林野火災消火訓練の実施[4]

県営水道施設の耐震化推進[135 (債務負担行為100)]

国の住宅版エコポイント制度の対象となる住宅リフォームに

あわせて耐震改修を行った場合に県内商品券を交付[10]

既存木造住宅等の耐震診断耐震改修への支援充実[12]

多面的な流域貯留による洪水対策の検討[20]

土砂災害警戒区域等の指定及び県民への防災情報提供システムの充実[451]

○新型インフルエンザ対策の強化

発熱外来の整備、休日夜間診療体制の強化、発生状況の分析予測等[141]

○食と生活の安全・安心の確保

食品衛生指導の推進[2]、消費生活相談体制の充実、消費者被害防止の取組を強化[95]

（百万円）

交通事故死者数交通事故死者数交通事故死者数交通事故死者数87 66 48 567173 65 60 52000020202020404040406060606080808080100100100100
H14H14H14H14 H15H15H15H15 H16H16H16H16 H17H17H17H17 H18H18H18H18 H19H19H19H19 H20H20H20H20 H21H21H21H21 ・・・・・・・・・・・・ H22H22H22H22 ・・・・・・・・・・・・

限りなくゼロに近づける%
自主防災組織率自主防災組織率自主防災組織率自主防災組織率 93.056.1 71.722.4 22.6 27.1 38.7 64.8 73.561.3 62.5 64.5 66.9 69.9 71.70102030405060708090100

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 ・・・ Ｈ27 奈良県全国
刑法犯認知件数刑法犯認知件数刑法犯認知件数刑法犯認知件数21,365 17,00015,47818,89532,01728,01823,942 18,299 18,835000010,00010,00010,00010,00020,00020,00020,00020,00030,00030,00030,00030,00040,00040,00040,00040,000

H14H14H14H14 H15H15H15H15 H16H16H16H16 H17H17H17H17 H18H18H18H18 H19H19H19H19 H20H20H20H20 H21H21H21H21 ・・・・・・・・・・・・ H25H25H25H25

防災訓練



くらしのくらしのくらしのくらしの向上向上向上向上 [[[[くらしやすいまちづくりくらしやすいまちづくりくらしやすいまちづくりくらしやすいまちづくり]]]]

施策の方向性

施策ニーズ（課題）の認識

１．景観づくりの推進

景観条例や景観計画等の効果的運用、地域住民や

市町村との連携のもと、美しく風格のあるまち並み

を守り、創り、育てます。

２．自然環境の保全

希少野生動植物の保護や本県が有する豊かな自然環境の保全に努めます。

３．きれいでくらしやすい生活環境の創造

大和川の水質改善や魅力的な歩行空間の創出など、快適な生活環境の創

造に取り組むとともに、産業廃棄物の排出抑制・再生利用・適正処理によ

る環境負荷の少ない循環型地域づくりを推進します。

また、太陽光発電の普及などによるＣＯ2排出抑制

に取り組みます。

４．地域資源を活用した魅力的なまちづくりの検討

川辺のまちづくりや高齢者がくらしやすいまちづくりなど、地域の特徴

を活かした住み良いまちづくりの検討を進めます。

５．人権を尊重した社会づくり

人権教育、啓発、相談などを柱に、人権尊重の視点に立った行政を推進

します。

40.5 40.6
49.153.4

37.6
47.9 51.853.950一般廃棄物のリサイクル率　42位 家庭ごみ1日１人当たり排出量　16位産業廃棄物の不法投棄量35位一人当たり電灯使用量　26位人口千人当たり太陽光発電システム導入件数  23位汚水処理人口普及率　18位景観計画策定市町村数39位市街地幹線沿道の無電柱化率　45位

125.6 122.5 135.4 137.390.5 126.6 125.9 120.9124.7 149.0 151.7 155.4161.8 173.4 170.7 167.1
0100200300400500600700

平成２年度 平成14年度 平成18年度 平成19年度産業部門 業務部門 家庭部門 運輸部門
エネルギー起源の二酸化炭素排出量の推移（奈良県）

万t-CO2
502.6 571.4 593.7 583.6

橿原市今井町
佐保川清掃



施策の内容

目標に向けた状況

１．景観づくりの推進

３．きれいでくらしやすい生活環境の創造

４．地域資源を活用した魅力的なまちづくりの検討

５．人権を尊重した社会づくり

景観条例に基づく景観住民協定の締結及び修景整備の推進等[5]

奈良県屋外広告物条例の改正による、広域幹線道路交差点周辺地域の景観保全[県庁力]

大宮通り（奈良市）沿道の景観づくりの推進等[8]、無電柱化の推進[137]

国の住宅版エコポイント制度の対象となる住宅リフォームにあたって景観に配慮した

場合に県内商品券を交付[11]

健全な水循環の構築に向けたビジョンの策定[1]

効率的かつ安定的な水道水の供給に向けた県域水道ビジョンの策定[13]

大和川水質改善の推進(菰川水質改善の検討、支川水質調査の強化)[14]

植栽による彩りある河川空間の創出[5]、幹線沿道緑化によるもてなし空間の創出[48]

太陽光発電の普及拡大に向けて導入経費を無利子貸付[40 (債務負担行為176)]

環境保全基金を活用し、県内民間事業者が行う太陽光発電や省エネ施設の導入、市町村

が取り組む公共施設省エネ化等を支援[427]

福祉施設等との協働による食用油回収利用システムの構築[10]

畜産バイオマスの有機肥料としての活用を拡大[8]

産業廃棄物の排出抑制再生利用適正処理の推進[210]

地域の元気力アップに向けた一市一まちづくりの推進[24]

既存施設や河川空間等を活用した、高齢者が暮らしやすいまちづくりや福祉のまちづく

りの検討[11]、「まちなか」と「郊外」の住み替え円滑化の推進[1]

公共交通利用促進に向けた駅を中心としたまちづくりの推進[10]

日常的に態度行動に結びつくような人権教育の充実[38]、多様な媒体手法による人

権啓発の推進[44]、人権問題等に関する「こころの健康相談」の実施[1]

２．自然環境の保全

希少野生動植物保護のための保護管理事業計画の策定[2]

森林環境教育の推進[29]

（百万円）

太陽光太陽光太陽光太陽光パネルパネルパネルパネルのののの設置基数設置基数設置基数設置基数5,200 8,300
02,0004,0006,0008,00010,000

H12 H17 H18 H19 H23
[件]

3年間で60％上昇
景観景観景観景観づくりのづくりのづくりのづくりの協定締結地区等協定締結地区等協定締結地区等協定締結地区等

33 36 41 44 46 5518 19 21 21 22 254004080
120

H16年度末 H17年度末 H18年度末 H19年度末 H20年度末 H24年度末
景観住民協定数建築協定数地区計画数51 55 62 65 68 120

広陵町馬見北
三代川



２２２２本柱本柱本柱本柱をををを支支支支えるえるえるえる取組取組取組取組 [[[[効率的効率的効率的効率的・・・・効果的効果的効果的効果的なななな基盤整備基盤整備基盤整備基盤整備]]]]

○効果や緊急性を踏まえ、以下の視点により「選択と集中」を徹底

県民生活の安全安心の確保

交通事故対策、中山間地域の道路防災対策、浸水常襲地域対策、土砂災害対策等

適切な維持補修による既存施設の機能維持

「奈良の今後５カ年(H21～H25)の道づくり重点戦略」に基づく広域幹線道路の整備

供用目標宣言路線重点整備宣言箇所の整備等

大規模プロジェクト等の計画的推進

奈良公園及び周辺地域の整備、平城宮跡周辺地域の整備等

無電柱化の推進など、景観向上に資する整備の推進

バス等公共交通機関の利便性向上のための交通基本戦略の策定等

○既存施設の長寿命化の推進

道路橋や県営住宅などについて、事後的な維持管理から、事前の適切な対策により安

全性、耐久性を確保する予防保全型維持管理へ転換し、ライフサイクルコストを縮減

大和川清流復活ネットワークによる流域住民やＮＰＯ団体、市町村、国土交通省等

と連携した水質改善の推進

警察や国土交通省、関係市町村との連携による交通事故渋滞対策の推進

１．「選択と集中」の徹底

２．コストの縮減

３．部局間連携やソフト施策との事業間連携等による取組の効果的推進

４．地域住民等の理解と協力の確保

○見える化の推進

・道路が有する課題をわかりやすく示し県民からの声を聞きながら策定した「交通安全

対策プラン」や「渋滞解消プラン」を効率的効果的に推進

大和川水系の本川支川の水質状況をわかりやすく公表し、流域住民との協働による

水質改善の取組を推進

[[[[協働協働協働協働のののの推進及推進及推進及推進及びびびび市町村市町村市町村市町村のののの支援支援支援支援]]]]

（百万円）

１．ＮＰＯ等との協働の推進

○ＮＰＯ等の活動支援

「奈良県協働推進指針」の推進[県庁力]

ＮＰＯ法人の設立を支援するセミナー相談会の開催[1]

ＮＰＯ法人の活動内容や会計情報をインターネットで公表[2]

奈良県協働推進基金を創設しＮＰＯ活動等を支援[11]

ボランティア団体、ＮＰＯ法人、自治会等が行う地域貢献活動を助成[8]

○多様な協働の推進

みんなで守ロード、地域が育む川づくりの推進（地元自治会、ボランティア団体、

企業等が行う道路清掃活動、河川清掃植栽活動等への支援）[9]

早稲田大学との連携による諸課題への対応(奈良の魅力観光素材調査の実施等)[8]



○市町村との役割分担を踏まえた支援のあり方を検討

奈良県の実情に即した県と市町村の具体の役割分担方策について検討[26]

奈良県市町村国民健康保険のあり方の検討[3]

市町村税の共同化組織に向けた検討[6]

○市町村への具体的支援

早期健全化団体となり財政健全化に取り組む市町村へ無利子貸付による支援[1,000]

市町村管理橋りょうの点検業務や長寿命化修繕計画策定業務を県が受託[19]

市町村行財政改善検討会を開催し市町村と協働して課題解決方策を検討[9]

市町村等が独自に取り組む創意工夫あふれる取組を支援[180]

市町村が実施する広域振興や過疎辺地等の振興に要する事業費を貸付[500]

○市町村の現状分析や情報提供等を通じた支援

市町村の行政経営状況の分析診断手法の検討[12]

市町村の行政経営力向上に向けた市町村長サミットの開催と人材養成支援[4]

２．市町村の支援

[[[[行政運営行政運営行政運営行政運営のののの効率化効率化効率化効率化とととと財政財政財政財政のののの健全化健全化健全化健全化]]]]

（百万円）

１．歳入・歳出両面からの抜本的な取組の推進

○県税の徴収強化(市町村税県税の一斉滞納整理強化期間の実施等)

○県営住宅家賃や貸付金等にかかる未収金対策の強化(徴収業務の民間委託等)

○資金調達の多様化(全国型市場公募地方債の発行 発行予定額200億円)

○職員人件費の抑制(職員定数の削減、自主的な給与抑制の継続)

○県単補助金の点検(各種大会補助金の見直し)

○使用料・手数料について公正な受益者負担の観点から見直し(効果額29百万円)

２．県有資産の有効活用

○県施設の北部地域再配置計画に基づく拠点施設等の整備[465(債務負担行為1,575)]

○県有地の売却[売却収入220]

３．行政運営の効率化及び公正で透明性の高い行政の推進

○行政運営の効率化(新たな行革計画の策定[1]、モニターによる公の施設の評価[1]、

桜井浄水場運転管理業務民間委託の拡大[78])

○公正で透明性の高い行政の推進(公共工事電子入札の推進[20])

４．マネジメントサイクルの充実

○県民ニーズ等の把握とわかりやすい情報発信

インターネットアンケート調査、県民アンケート調査によるニーズ等の把握[5]

動画サイト「インターネット放送局」の構築による県政情報の発信拡大[9]

県市町村に関する一元的相談問合せ窓口「相談ならダイヤル」の設置[6]

県民に夢と希望をもたらす活動に取り組む方々を表彰[3]

○分析力の強化

「県民のくらしに関する調査」等の分析を行い県施策の基礎データとして活用[4]

○マネジメント力の向上

先進事例の研究等による政策マネジメント力の向上[5]



中南和中南和中南和中南和・・・・東部地域東部地域東部地域東部地域のののの振興振興振興振興

施策の方向性

施策ニーズ（課題）の認識

１．中南和・東部地域の振興方策の検討・実行

過疎地域を含めた中南和・東部地域全体の振興を目指した「（仮称）

新過疎地域振興方針・計画」を策定し着実に実行します。

２．地域産業の振興

地域産業の振興を図り、通勤圏内での安定した

雇用機会の創出を図ります。

３．安全・安心で快適な生活環境の整備

情報通信基盤や生活交通の確保などの生活対策を推進するとともに、

へき地医療の確保、生活の道の整備等を図ります。

４．地域資源を活用した観光交流の拡大と移住・定住の促進

旅行商品の造成や魅力の発掘、効果的な情報発信

などにより、魅力ある地域資源を活かした観光交流

の拡大を図るとともに、移住・定住を促進します。

5060708090100地域の活気・魅力 急病時の医療機関安心して出産できる医療体制適切な介護サービス公共的交通機関買いたいものの県内販売自分の生活に合った就業
県全体[100] 東部 南東部 南西部
平成平成平成平成21212121年度年度年度年度　　　　県民県民県民県民アンケートアンケートアンケートアンケート（（（（地域別満足度地域別満足度地域別満足度地域別満足度））））

十津川村果無集落

観光入込客数観光入込客数観光入込客数観光入込客数のののの推移推移推移推移
0200400600800

1,0001,2001,4001,600
Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０

（万人） 奈良地域中南和・東部地域中南和・東部地域のうち明日香中南和・東部地域のうち吉野山



施策の内容

１．中南和・東部地域の振興方策の検討・実行

４．地域資源を活用した観光交流の拡大と移住・定住の促進

３．安全・安心で快適な生活環境の整備

○生活対策の推進

山間地域ケーブルテレビ施設整備の推進[78]、携帯電話不感地域解消の促進[12]

広域的幹線的バス路線維持のため運行費等に対し助成[151]、採算が悪化したバス

路線に対し国庫補助採択要件を満たすよう県独自に支援等[101]

過疎地域の移動手段確保に向けた通院バス運行の実証実験(十津川村～五條市)[29]

宇陀市室生区への県営水道給水に向けた設計[23]

○へき地医療体制の充実

県立五條病院やへき地診療所での「総合医」養成研修の実施等[3]

へき地勤務医確保に向けた奨学金の貸付[109](再掲)

○道路整備の推進

供用目標宣言路線、重点整備宣言箇所の整備推進

「なら安心みちネットプラン」の実行による安全な通行の確保[2,152]

中南和の観光魅力の創出(旅行商品の造成支援、休耕田等を利用したアートプロジェ

クトの展開、新たなターゲット開拓に向けたワークショップの開催等)[11]

中南和観光情報の発信(旅行予約サイトへの掲載、動画の制作配信等)[37]

弘法大師の道（吉野山金峯山寺から高野山金剛峯寺）の魅力発掘[5]

三重和歌山と連携し「(仮称)吉野高野熊野の国」建国による観光施策の推進[5]

「飛鳥藤原の宮都とその関連資産群」の世界遺産登録に向けた取組の推進[16]

史跡名勝飛鳥京跡苑池の復原に向けた検討用地取得[220](再掲)

明日香等の歴史展示推進に向けた検討[18](再掲)

ドライバー向け観光情報の発信とＥＴＣを活用した周遊促進の検討[20]

「(仮称)新過疎地域振興方針計画」の策定及び実行[1]

活力低下が著しい南部地域を対象とした「(仮称)南部振興計画」の策定及び実行[1]

「地域振興部」に「南部振興対策室」を設置[県庁力]

（百万円）

京奈和自動車道(仮称)橿原南御所ＩＣ周辺における産業用地調査の実施[69](再掲)

農林業の振興に向けた諸施策の推進(取組内容は、「農林業の振興」に記載)

２．地域産業の振興

目標に向けた状況 中南和東部交流人口中南和東部交流人口中南和東部交流人口中南和東部交流人口
1,0001,1001,2001,3001,4001,500

H16 H17 H18 H19 H20 ・・・ H23
［万人］ 1,400万人自分自分自分自分のののの住住住住んでいるんでいるんでいるんでいる地域地域地域地域のののの活気活気活気活気やややや魅力魅力魅力魅力にににに対対対対するするするする満足度満足度満足度満足度

2.02.5 県全体 東部 南東部 南西部
アップアップアップアップ
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